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12月の『ヴィオラ・ダ・ガンバで奏でるクリスマス・コンサート』のチラシで、美しい女性が

手にしている楽器。これが、ヴィオラ・ダ・ガンバです。はたしてどんな楽器で、どんなコ

ンサートなのか、ヴィオラ・ダ・ガンバ合奏団主宰の神戸愉樹美さん、メンバーの小澤絵

里子さん、野口真紀さん、橋爪香織さんにお話を伺いました。

――とてもとてもとてもとても歴歴歴歴史史史史のあるのあるのあるのある楽楽楽楽器器器器だとかだとかだとかだとか。。。。

ヴァイオリンやチェロに形が似ているので、よく先祖と間違われますが、異なる系統の楽

器なんですよ。ヴィオラは弦楽器の総称で、ガンバ、つまり脚で構えることから「ヴィオ

ラ・ダ・ガンバ」と呼ばれ、16～18世紀にヨーロッパの貴族の間で愛好されました。 

日本にも1561年にポルトガルの宣教師が持ち込んだ記録が残されています。織田信長

と豊臣秀吉も、ガンバの演奏を聴いて大変喜んだそうです。

一度廃れた後、19世紀末の古楽復興運動で復活。ギターのようなフレットがあり、6本弦

で、大きさは3種類。7本弦のものもあります。

――合奏合奏合奏合奏団団団団をををを始始始始められためられためられためられた経経経経緯緯緯緯はははは？？？？

音楽大学の教え子たちを誘って、83年に結成しました。いまもそれぞれ音楽活動をしな

がら、毎週集まって練習し、活動しています。 

バロック音楽の時代には、独奏と通奏低音にバス・ガンバが使われていましたが、私た

ち合奏団は、ルネサンス時代のスタイル。ガンバだけで演奏するコンソート（アンサンブ

ル）です。

――ガンバガンバガンバガンバ・・・・コンソートコンソートコンソートコンソートのののの魅力魅力魅力魅力とはとはとはとは？？？？

やはり、ステキな音色ですね。合奏すると音が重なりあって響きあい、美しい調和＝ハ

ーモニーを奏でます。

ガンバ・コンソートのグループは他にもあって、特にヨーロッパでは技の競い合いをおも

しろがるところもあります。 

 

■プロフィールプロフィールプロフィールプロフィール 

神戸愉樹美が、バーゼル市立音楽

院古楽科卒業後に帰国し、音楽大

学の教え子とともに1983年に結成

したガンバ・コンソート。常にレパー

トリーを広げながら、クラシックから

ポピュラーまで柔軟に表現し、世界

的にも注目される合奏団。 

http://www.ykvc.jp



でも、私たちは、音の調和を楽しむガンバ・コンソートならではの表現、演奏を追求して

います。たとえば、ずっと一音だけを弾くようなパートでも、他の音や曲の流れのなかに

挟まれると、コンソート全体に活きる要素となったりするんです。

当時の曲はもちろんですが、ボサノバや現代曲でもガンバの魅力の活かし方があって、

それを紹介するのも楽しいんですよ。演奏ジャンルの多様性は、ほかのグループではマ

ネできないと思いますね。そうしたことが「世界でも珍しいガンバ・コンソート」と呼ばれる

所以でしょうか。

――港港港港区区区区でのでのでのでのコンサートコンサートコンサートコンサートもももも楽楽楽楽しそうですしそうですしそうですしそうです。。。。

大人も子どもも楽しめる内容です。クリスマスなので賛美歌も演奏しますが、『ハッピー

バースデー』も演奏します。「クリスマスはイエスさまの誕生祝いですよね、演奏してもよ

いですか？」と、ある牧師さまに尋ねたら「大丈夫ですよ」とおっしゃったので（笑）。 

はじめて聞く曲はもちろん、知っている曲がガンバで演奏されるとどんなサウンドになる

か。ぜひ、豊かなハーモニーを楽しみにきてください。
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